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同時に小顔サービスを標榜する９社が「景品表示法違反」措置命令で一斉に摘発され

ました。広告の誇大表現への監視強化が本格化したことを意味します。根拠資料の証

拠力のない広告表現は行わないように注意しましょう！９社とも自社ウェブページに

記載していた文言が対象となっています。（※下記参照）今回の取り締まりは東京から

九州まで全国に及んでいます。消費者庁が全国のエステ店や小顔サービス店のウェブ

ページを監視している証拠です。目立つ表現、合理的根拠のない効果効能、期間を明

記。効果効能を言い切る文言は控えましょう。 

     

 

 

 

１． 磯部美容整体Ⅴセンター  東京中央区 ※資料提出せず 

２． 株式会社シンメトリー   福岡中央区 ※資料提出 

３． 株式会社 steed          大阪中央区 ※資料提出 

４． ㈱トゥモローズライフ   東京中野区 ※資料提出 

５． ナチュラルビューティラボ東京渋谷区 ※資料提出 

６． Kouken 美容整体    大阪都島区 ※資料提出せず 

７． Medical body design㈱ 長崎諫早  ※資料提出 

８． レミスティック東京    東京港区  ※資料提出 

９． 関西プロモーション小顔  大阪北区   ※資料提出 

※合理的な根拠でない限り資料を提出しても認められません。 

 エステ等の行う技術に確実に合理的根拠のあるものは 

皆無であることをサロン経営者は認識するべきです。 

効果効能、期間などを示す場合は「医師法違反」「薬事法違反」 

「美容師法違反」等の関連法規に抵触する場合がありますので 

広告表記には十分注意して確実な効果効能を標榜することは 

止めましょう。 

 


